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1. はじめに 

長期間供用されて劣化した農業用水路では，無機系表面被覆工法による補修がなさ

れているが，補修後においても同様に摩耗が生じている．流水にさらされているコン

クリート構造物ついて，カルシウム（以降，Ca と記す）溶脱による表層の変質が報告

されている 1）．また，Ca 溶脱が耐摩耗性におよぼす影響をセメントペースト硬化体に

ついて検討した事例では，Ca 溶脱による耐摩耗性の著しい低下が報告されている 2）．

本稿では，無機系表面被覆工法の主要材料であるポリマーセメントモルタルに対して，

Ca 溶脱が耐摩耗性におよぼす影響を報告する．  

2. 実験概要（Fig. 1） 

供試体：供試体は，市販の補修材料（ポリマーセメントモルタル繊維混入プレミックス

タイプ，材料 A および B の 2 種）を製品カタログの標準配合量で作製したモルタルと，

JIS R 5201 に準拠して作製したモルタル（以降，JIS モルタルと記す）で作製した．供

試体寸法は 707020mm であり，3 種のモルタ

ルそれぞれに対して，溶脱および非溶脱の供試

体を，各 3 個ずつ（計 18 個）作製した．供試

体作製は，20℃，50%RH の養生室内にて行い，

1 日後に脱型し，同室内にて材齢 28 日まで気

中養生を行った．  

促進溶脱試験 2)：促進溶脱試験装置の概略を

Fig. 2 に示す．供試体打設面が Ca 溶脱面（陰

極側）となるように設置した．水槽をイオン交

換水で満たし，3 日間の浸漬後，材齢 35 日で

電極間（電極間距離 80mm）に 60Volt の定電圧

を作用させた．促進期間は 28 日間とし，7 日

ごとに水槽内のイオン交換水を全量交換した．

促進試験終了後，供試体の中心 5mm を切り出

し，電子線マイクロアナライザー（以降，EPMA

と記す）の分析用供試体とした．残りの部分は，

接着して 1 日間浸漬した後水流摩耗試験に供

した（Fig. 3）．なお，非溶脱供試体は，溶脱用

供試体の促進およびその前後において浸漬さ

れている期間，水中浸漬した．   
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Fig. 1 試験工程  
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Fig. 3 材齢 63 日以降の処理工程  

Fig. 2 促進溶脱試験装置 2） 
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促進摩耗試験：水流摩耗試験装置を用いた 3)．試験条件を

Table 1 に示す．耐摩耗性は平均摩耗深さで評価した．所

定の促進時間後に，4 測線（Fig. 3）をレーザー変位計で

走査して平均摩耗深さを計算した．  

3. 結果と考察 

EPMA：ここでは Ca 濃度の分布のみを示す

（Fig. 4）．図中左上に溶脱深さを，右下に

材料名を併記した．溶脱深さは B>JIS>A

となった．また，表層 Ca 濃度の減少，硫

黄の濃縮などの Ca 溶脱に伴う一般的な現

象，骨材粒径の差なども確認できる．   

促進摩耗試験：Fig. 5 に促進摩耗試験の結

果を示す．各試験条件とも 3 供試体の平均値

を用いた．Fig. 5 下図は，上図の各プロットか

ら求めた摩耗速度を示す．図内に求め方を併記

した．試験時間全体に亘ってすべての供試体

で，非溶脱供試体よりも溶脱供試体の方が摩耗

量は大きくなった．溶脱により耐摩耗性が低下

したことがわかる．また，Fig. 5 下図において，

0.5mm 以浅のごく表層では溶脱による摩耗速

度の増加率が大きかった．  

JIS モルタルでは，試験継続に伴い溶脱の有

無による差が明確ではなくなった．補修材料 2

種に比して細骨材の粒径が大きいため，摩耗に

よって表層のペースト層が除去された後は，差

が表れにくくなったと考えられる．3mm 以深

で補修材料 A，B を比較すると，溶脱深さの大

きい材料 B と比べて，溶脱深さ 3mm 程度の材

料 A の方が，溶脱供試体の摩耗速度は非溶脱供試体の摩耗速度に近づいた．材料 B は

溶脱範囲内での試験であったため，摩耗速度が低下しにくかったと考えられる．  

4. まとめ 

本稿では無機系表面被覆工に用いられる材料の耐摩耗性におよぼす Ca 溶脱の影響

について調べた．溶脱により耐摩耗性が低下すること，その影響は表層で顕著である

ことを確認できた．  
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Fig. 4 EPMA 結果（Ca 濃度分布）  

Fig. 5 促進摩耗試験結果  
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Table 1 水流摩耗試験条件  

項  目  条 件  

水  圧（MPa） 11±0.5 

流  量（L/min） 18±0.5 

噴射距離（mm） 80 

噴射角度（度）  40 
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